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八　潮　市

や し お し

た　ぶ　ん　か　き　ょ　う　せ　い す い し ん

や し お し

く

お互いを思いやり、助けあいながら

暮らしやすいまちをつくるために

みんなで取り組むプランです

たが

く

と

おも たす

が い よ う ば ん
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順位 国籍・地域名
外国籍

住民数(人)
割合(％)

1 ベトナム 976 24.3

2 中国 951 23.7

3 フィリピン 742 18.5

4 韓国 388 9.7

5 インド 197 4.9

6 パキスタン 156 3.9

7 インドネシア 123 3.1

8 ブラジル 68 1.7

9 タイ 54 1.3

10 台湾 30 0.7

その他 327 8.2

合計 4,012 100.0
資料：市民課（令和２年６月末現在）

がいこくせきじゅうみん

外国籍住民 の
じょうきょう

状 況

こくせき

国籍・
ちいきべつ

地域別の
じょうきょう

状 況
こくせき

国籍・
ちいきべつ

地域別の
がいこくせきじゅうみんすう

外国籍住民数と
うちわけ

内訳

　
やしおし

八潮市では、
へいせい

平成17
ねん

年（2005
ねん

年）につくばエクスプレスが
かいつう

開通してから、
じんこう

人口が
ふ

増え
つづ

続けています。

　また、
がいこくせきじゅうみん

外国籍住民も
ふ

増え
つづ

続けており、
れいわ

令和２
ねん

年（2020
ねん

年）６
がつまつ

月末で4,012
にん

人になりました。

　
たぶんかきょうせい

多文化共生を
じつげん

実現していくためには、
ことば

言葉や
ぶんか

文化、
しゅうかん

習慣の
ちが

違いから
ちいき

地域に
な じ

馴染むことが
むずか

難しい
がいこくじんしみん

外国人市民と
に ほ ん じ ん し み ん

日本人市民とがよりよい
かんけい

関係を
つく

作り、
たが

互いに
ささ

支えあっていく
いしき

意識を
も

持つことが
たいせつ

大切です。
やしおし

八潮市に
す

住むこと、
す

住み
つづ

続けることを
ほこ

誇りに
おも

思える「
す

住みやすさナンバー１のまち　
やしお

八潮」を
めざ

目指し、
がいこくじんしみん

外国人市民と
に ほ ん じ ん し み ん

日本人市民とが
いっしょ

一緒になって
たぶんかきょうせい

多文化共生を
すいしん

推進していくために、「
やしおしたぶんかきょうせいすいしん

八潮市多文化共生推進

プラン」を
さくてい

策定しました。

　
ほん

本プランは、
だい

第５
 じ やしおしそうごうけいかく

次八潮市総合計画で
かか

掲げた、「
す

住みやすさナンバー１のまち　
やしお

八潮」を
すいしん

推進するた

めの
ぶんやべつけいかく

分野別計画であり、
きかん

期間は
れいわ

令和３
ねんど

年度（2021
ねんど

年度）から
れいわ

令和７
ねんど

年度（2025
ねんど

年度）までとします。

プランの概要
やしおし

潮市
へいせい

成
ねん

年

プランの概要プランの概要プランの概要

八潮市の現状
がいこくせきじゅうみん じょうきょう

八潮市の現状八潮市の現状八潮市の現状八潮市の現状八潮市の現状八潮市の現状

　
そうむしょう

総務省では、
たぶんかきょうせい

多文化共生について「
こくせき

国籍や
みんぞく

民族などの
こと

異なる
ひとびと

人々が、
たが

互いの
ぶんかてき

文化的ちがいを
みと

認め
あ

合い、
たいとう

対等な
かんけい

関係を
きず

築こうとしながら、
ちいきしゃかい

地域社会の
こうせいいん

構成員として
とも

共に
い

生きていくこと」と
ていぎ

定義しています。

こくせき

国籍に
かか

関わらず、
げんごてき

言語的・
ぶんかてき

文化的ルーツを
がいこく

外国に
も

持つ
しみん

市民。
にほんこくせきいがい

日本国籍以外の
こくせき

国籍を
ゆう

有する
しみん

市民。
ざいりゅうがいこくじん

在留外国人。
こくせき

国籍に
かか

関わらず、
げんごてき

言語的・
ぶんかてき

文化的ルーツを
がいこく

外国に
も

持つ
じどうせいと

児童生徒。
とく

特に
にほんご

日本語での
がっこうきょういく

学校教育 を
う

受

けるにあたり
がくしゅうげんご

学習言語が
ふそく

不足しており、
がくしゅうかつどう

学習活動への
えいきょう

影響がある
にほんごしどう

日本語指導が
ひつよう

必要な
じどうせいと

児童生徒。

多文化共生

とは

多文化共生

とは

本プランにおける用語の定義本プランにおける用語の定義

が い よ う

たぶんかきょうせい

げんじょうや し お し

がいこくせきじゅうみんすう およ

外国籍住民数 及び
しじんこう

市人口に
し

占める
わりあい

割合の
すいい

推移

がいこくじんしみん

外国人市民
がいこくせきじゅうみん

外国籍住民（
がいこくじん

外国人）
がいこくじんじどうせいと

外国人児童生徒
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資料：市民課（各年４月１日現在）

（％）

外国籍住民数

外国籍住民割合

622 
862 933 990 1,002 1,019 1,095 1,157 1,180 1,242 1,337 

1,529 1,663 
1,906 1,886 1,985 

2,122 
2,251 

2,434 2,479 
2,346 2,389 2,295 2,358 

2,529 
2,720 

2,982 
3,269 

3,611 

3,974 

0.86 
1.18 1.26 1.34 1.35 1.36 1.46 1.54 1.57 1.66 1.78 

2.03 
2.20 

2.50 2.48 2.57 2.69 2.81 
2.98 3.01 

2.83 2.85 2.72 2.78 
2.95 

3.15 
3.41 

3.66 
3.96 

4.31 

ベトナム
24.3 

中国
23.7

フィリピン
18.5 

韓国
9.7

インド
4.9

パキスタン
3.9

インドネシア
3.1

ブラジル
1.7 

タイ
1.3 

台湾
0.7 

その他
8.2 

単位：％

ほん ようご ていぎ
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37.5

33.2

27.2

21.8

15.6

15.3

14.5

10.6

9.8

8.5

5.8

18.0

1.7

0% 10% 20% 30% 40%

災害への備え、地震や火事などの
ときの対応

税金・年金

医療や健康保険

お祭りやスポーツなどのイベント

子どもの教育

ごみの出し方やリサイクル方法

住宅

出産・育児

高齢者の支援

町会・自治会などの地域活動

その他

特にない

無回答

現在学んでおり、
今後も学びたい

54.4

55.7

49.5

現在学んでいないが、
今後学びたい

30.7

27.5

43.7

学びたいとは
思わない

10.8

12.3

4.9

無回答

4.1

4.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（回答者数）

全体（518）

日本語使用者
（415）

非日本語使用者
（103）

58.9

29.0

24.5

21.8

21.0

16.0

10.2

19.9

3.3

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

あいさつをするなど、気軽に話をする

自分たちの国の文化・ことば・料理
などを紹介する

地域の日本人との交流や、イベントを企画する

外国人のための日本語教室を増やす

日本の生活に慣れていない外国人支援の活動

通訳・翻訳などのボランティア活動

避難訓練や清掃など、地域活動への参加

特に必要ない

その他

無回答

　
がいこくじんしみん

外国人市民の
にほんご

日本語に
たい

対する
がくしゅう

学習 ニー

ズが
ひじょう

非常に
たか

高いことがわかります。

　
げんざい

現在、
がいこくじんしみん

外国人市民への
にほんごがくしゅうしえん

日本語学習支援は

ボランティア
だんたい

団体が
ちゅうしん

中心 となっているた

め、
がくしゅう

学習ニーズに
おう

応じて
あんていてき

安定的に
にほんご

日本語
がくしゅうしえん

学習支援を
じっし

実施していくには、
し

市によるボ

ランティア
だんたいとう

団体等の
かつどう

活動への
しえん

支援が
ひつよう

必要で

す。
あわ

併せて、
がいこくじんしみん

外国人市民の
たよう

多様なニーズに
こた

応えられる
がくしゅう

学習 の
ば

場の
ていきょう

提供 が
もと

求められま

す。

　
おお

多くの
がいこくじんしみん

外国人市民が、
さいがいたいおう

災害対応や
いりょう

医療、
ふくし

福祉などの
じょうほう

情報 を
もと

求めていることから、

やさしい
にほんご

日本語を
ふく

含めた
たげんご

多言語による
ぎょうせいじょうほう

行政情報 の
はっしん

発信や、
そうだんたいせい

相談体制の
じゅうじつ

充実 を
はか

図る
ひつよう

必要があります。また、ICT を
かつよう

活用す

るなど、
じんそく

迅速な
じょうほうていきょう

情報提供 も
もと

求められます。

　
がいこくじんしみん

外国人市民が
ちいき

地域で
かつやく

活躍できるよう、
しゃかいさんかく

社会参画を
しえん

支援する
しく

仕組みが
もと

求められます。
にほんじんしみん

日本人市民と
がいこくじんしみん

外国人市民がお
たが

互いの
ことば

言葉や
ぶんか

文化を
まな

学び
こうりゅう

交流 する
ば

場や、それぞれのア

イデンティティを
い

活かせる
きかい

機会を
もう

設けるな

ど、
そうごりかい

相互理解を
そくしん

促進していく
ひつよう

必要がありま

す。

八潮市の課題八潮市の課題八潮市の課題八潮市の課題八潮市の課題八潮市の課題八潮市の課題
か だ いや し お し

にほんご

日本語の
がくしゅういこう

学習意向

し

知りたい
じょうほう

情報

にほんじん

日本人と
とも

共に
せいかつ

生活していくうえでしていきたい
かつどう

活動



しさく

施策の
はしら

柱
きほんしさく

基本施策

がくしゅうしえん

学習支援と
えんかつ

円滑な

コミュニケーション

だれ

誰もが
あんしん

安心して
く

暮らせるまちづくり

たぶんかきょうせい

多文化共生の
ちいき

地域づくり

１

２

３

たげんご

多言語サポーターの
とうろくしゃすう

登録者数

にほんご

日本語ボランティア
ようせいこうざ

養成講座
じゅこうしゃすう

受講者数

たぶんかきょうせいかんれん

多文化共生関連イベントへの
さんかしゃすう

参加者数

げんじょうち

現状値　1,000
にん

人

（
れいわがんねんど

令和元年度イベント
らいじょうしゃすう

来場者数）

もくひょうち

目標値　1,500
にん

人

（
れいわ

令和７
ねんど

年度イベント
らいじょうしゃすう

来場者数）

げんじょうち

現状値　24
にん

人

（
れいわ

令和２
ねんど

年度９
がつまつげんざい

月末現在）

もくひょうち

目標値　50
にん

人

（
れいわ

令和７
ねんどまつじてん

年度末時点）

げんじょうち

現状値　314
にん

人

（
れいわがんねんど

令和元年度までの
さんか の

参加延べ
にんずう

人数）

もくひょうち

目標値　500
にん

人

（
れいわ

令和７
ねんどまつ

年度末までの
さんか の

参加延べ
にんずう

人数）

お
互
い
を
尊
重
し
、
み
ん
な
で
つ
く
る

　
　
　
　
　

多
文
化
共
生
の
ま
ち　

や
し
お

お
互
い
を
尊
重
し
、
み
ん
な
で
つ
く
る

　
　
　
　
　

多
文
化
共
生
の
ま
ち　

や
し
お

お
互
い
を
尊
重
し
、
み
ん
な
で
つ
く
る

　
　
　
　
　

多
文
化
共
生
の
ま
ち　

や
し
お

た
が

そ
ん
ち
ょ
うた

ぶ
ん
か
き
ょ
う
せ
い

４

きほんもくひょう

基本目標

基本的な考え方
きほんもくひょう

基本的な考え方基本的な考え方基本的な考え方

１．
にほんごがくしゅう

日本語学習の
しえん

支援

２．
ぎょうせい

行政・
せいかつじょうほう

生活情報の

　　
ていきょう

提供

１．
そうだんたいせい

相談体制の
じゅうじつ

充実

２．
せいかつきばん

生活基盤の
じゅうじつ

充実

１．
たぶんかきょうせい

多文化共生の
いしき

意識

　　
けいはつ

啓発

２．
ちいきしゃかい

地域社会への
さんかく

参画

き ほ ん て き

数値目標数値目標数値目標数値目標数値目標数値目標数値目標
す う ち も く ひ ょ う

かんが かた



５

　
がいこくじんしみん

外国人市民の
にほんごがくしゅう

日本語学習の
きかいかくじゅう

機会拡充を
はか

図るとともに、
がいこくじんじどうせいと

外国人児童生徒の
に ほ ん ご が く し ゅ う

日本語学習や
ぼ ご ほ じ

母語保持をサポートできる
じんざい

人材の
か く ほ

確保・
いくせい

育成に
つと

努めます。また、
ぎょうせいじょうほう

行政情報や
せいかつ

生活に
ひつよう

必要な
じょうほう

情報を、やさしい
に ほ ん ご

日本語や
た げ ん ご

多言語で
つた

伝えるなど、わかりやすい
じょうほうていきょう

情報提供に
と

取り
く

組みます。

★
にほんごきょうしつ

日本語教室の
かいさいじょうほう

開催情報の
ていきょう

提供

★
にほんごきょうしつとう

日本語教室等への
し え ん

支援

★
に ほ ん ご し ど う

日本語指導の
かはいきょういん

加配教員による
に ほ ん ご し ど う およ

日本語指導及び
せいかつしゅうかんしどう

生活習慣指導

★
としょかん

図書館の
たぶんかきょうせいしりょう

多文化共生資料の
じゅうじつ

充実

学習支援と円滑なコミュニケーション学習支援と円滑なコミュニケーション学習支援と円滑なコミュニケーション１施策の柱

１．日本語学習の支援１．日本語学習の支援１．日本語学習の支援１．日本語学習の支援

（１）
に ほ ん ご

日本語の
がくしゅうきかい

学習機会の
ていきょう

提供

★
し

市ホームページの
た げ ん ご

多言語による
じょうほうていきょう

情報提供

★
ちょうしゃ

庁舎 や
こうきょうしせつとう

公共施設等の
あんないばん

案内板の
た げ ん ご か

多言語化

★
しせいじょうほうとう

市政情報等の
た げ ん ご か

多言語化

★
たげんごじょうほう

多言語情報コーナーの
せ っ ち

設置

★
じょうほうていきょう

情報提供ガイドラインの
さくてい

策定

★
た げ ん ご

多言語サポーター
とう

等の
ぼしゅう

募集・
かつよう

活用

★
た げ ん ご

多言語による「くらしのガイド」の
さくせい

作成

★
ほ け ん

保健・
ふ く し

福祉・
こ そ だ

子育て
とうかんれんじょうほう

等関連情報 の
ていきょう

提供

★
しゅうがく

就学 にかかる
しりょう

資料の
た げ ん ご か

多言語化

２．行政・生活情報の提供２．行政・生活情報の提供２．行政・生活情報の提供２．行政・生活情報の提供

（１）やさしい
に ほ ん ご

日本語や
た げ ん ご

多言語での
じょうほうていきょう

情報提供

★
じょうほうていきょう

情報提供ガイドラインの
さくてい

策定（
さいけい

再掲）

★やさしい
に ほ ん ご こ う ざ

日本語講座の
かいさい

開催

（２）やさしい
に ほ ん ご

日本語の
ふきゅう

普及

★
にほんごきょうしつとう

日本語教室等への
し え ん

支援（
さいけい

再掲）

★
に ほ ん ご

日本語ボランティア
ようせいこうざ

養成講座の
かいさい

開催

★
たぶんかきょうせいおよ

多文化共生及び
 ぼ ご  ほ じ

母語保持を
すいしん

推進するキーパーソンの
ようせい

養成

★
にほんごきょういくおよ

日本語教育及び
し ど う

指導にかかる
しりょう

資料の
せ い び

整備

（２）
にほんごがくしゅうしえんしゃ

日本語学習支援者の
かくほ

確保・
いくせい

育成

え ん か つ

に ほ ん ご し え ん

ぎょうせい せいかつじょうほう ていきょう

がくしゅう

が く し ゅ う し え ん

主な

事業

おも

じぎょう

主な

事業

おも

じぎょう

主な

事業

おも

じぎょう

主な

事業

おも

じぎょう

しさく はしら



６

　
がいこくじんしみん

外国人市民が
あんぜん

安全で
あんしん

安心して
せいかつ

生活を
おく

送ることができるよう、
かくしゅぎょうせい

各種行政 サービスの
あんない

案内や、
さいがい

災害などに
そな

備えた
じょうほう

情報を、やさしい
にほんご

日本語や
たげんご

多言語で
ていきょう

提供し、
せいかつきばん

生活基盤の
じゅうじつ

充実を
はか

図ります。

また、
たげんごじょうほう

多言語情報の
いちげんか

一元化や ICT の
かつよう

活用による
じんそく

迅速な
じょうほうていきょう

情報提供、
けん

県や
 かんけいきかん とう

関係機関等との
れんけい

連携

など、
そうだんぎょうむ

相談業務の
じゅうじつ

充実に
つと

努めます。

★
そうだんたいせい

相談体制の
じゅうじつ

充実

★
たげんご

多言語サポーター
とう

等の
ぼしゅう

募集・
かつよう

活用（
さいけい

再掲）

★
たぶんかきょうせいおよ

多文化共生及び
 ぼ ご  ほ じ

母語保持を
すいしん

推進するキーパーソンの
ようせい

養成（
さいけい

再掲）

★
 ぼ し ほけんほうもんじぎょう

母子保健訪問事業の
じっし

実施

★
けん

県や
かんけいきかん

関係機関との
れんけい

連携

誰もが安心して暮らせるまちづくり誰もが安心して暮らせるまちづくり誰もが安心して暮らせるまちづくり２

１．相談体制の充実１．相談体制の充実１．相談体制の充実１．相談体制の充実

（１）
そうだん

相談の
じっし

実施と
しゅうち

周知

★
こうえいじゅうたくとう

公営住宅等についての
じょうほうていきょう

情報提供

★
ちいきかつどう

地域活動への
さんかそくしん

参加促進

★
せいかつ

生活にかかる
しりょう

資料の
た げ ん ご か

多言語化

★
ほけん

保健・
ふくし

福祉・
こそだ

子育て
とうかんれんじょうほう

等関連情報の
ていきょう

提供

　（
さいけい

再掲）

★
 ぼ し ほけんほうもんじぎょう

母子保健訪問事業の
じっし

実施（
さいけい

再掲）

２．生活基盤の充実２．生活基盤の充実２．生活基盤の充実２．生活基盤の充実

（１）くらしの
しえん

支援

★
こうつうあんぜん

交通安全や
ぼうはん

防犯における
いしきけいはつ

意識啓発

★
ぼうさじょうほう

防災情報の
た げ ん ご か

多言語化

★
がいこくじんしみん

外国人市民も
さんか

参加しやすい
ぼうさいくんれん

防災訓練の

　
じょうほうていきょう

情報提供と
じっし

実施

★
ひなんじょ うんえい

避難所運営における
じょほう

情報ツールの
かつよう

活用

★
さいがいじ

災害時における
がいこくじんしみん

外国人市民への
しえん

支援

★
こうきょうこうつう

公共交通における
た げ ん ご か

多言語化

（４）
あんぜん

安全・
あんしん

安心の
しえん

支援

★
がいこくじんしみん

外国人市民の
しゅうぎょうとう

就 業 等 に
かん

関する
いしきけいはつ

意識啓発

★
かんけいきかん

関係機関との
れんけい

連携による
しゅうぎょうしえん

就業支援や
じょうほうていきょう

情報提供の
じゅうじつ

充実

（３）
しゅうろう

就労の
しえん

支援

★
にほんごしどう

日本語指導の
かはいきょういん

加配教員による
にほんごしどう

日本語指導

　
およ

及び
せいかつしゅうかんしどう

生活習慣指導（
さいけい

再掲）

★
しゅうがく

就学にかかる
しりょう

資料の
たげんごか

多言語化（
さいけい

再掲）

★
にほんごきょういくおよ

日本語教育及び
しどう

指導にかかる
しりょう

資料の
せいび

整備

　（
さいけい

再掲）

★
こくさいりかいこうざ

国際理解講座の
じっし

実施

★
にほんごきょうしつ

日本語教室の
かいさいじょうほう

開催情報の
ていきょう

提供（
さいけい

再掲）

★
としょかん

図書館の
たぶんかきょうせいしりょう

多文化共生資料の
じゅうじつ

充実（
さいけい

再掲）

★
しないしょう

市内小・
ちゅうがっこう

中学校への
がいこくじんご が く し ど う じょしゅ

外国人語学指導助手

　（ALT）
とう

等の
はいち

配置

★
かいがい

海外への
ちゅうがくせいはけん

中学生派遣

★
あら

新たな
がくしゅうきかい

学習機会の
ていきょう

提供

（２）
きょういく

教育の
しえん

支援

そうだんたいせい じゅうじつ

せ い か つ き ば ん じゅうじつ

だれ あんしん く

主な

事業

おも

じぎょう

主な

事業

おも

じぎょう

主な

事業

おも

じぎょう

主な

事業

おも

じぎょう

主な

事業

おも

じぎょう

施策の柱
しさく はしら



７

　
にほんじんしみん

日本人市民と
がいこくじんしみん

外国人市民が
たが

互いの
じんけん

人権を
そんちょう

尊重 し
あ

合い、それぞれの
ぶんか

文化について
りかい

理解を
ふか

深

める
きかい

機会の
じゅうじつ

充実 を
はか

図り、
たようせい

多様性と
ほうせつせい

包摂性のある
たぶんかきょうせい

多文化共生の
ちいき

地域づくりを
すす

進めます。また、
がいこくじんしみん

外国人市民がアイデンティティを
い

活かしながら
ちいきしゃかい

地域社会の
いちいん

一員として
さんかく

参画し、
かつやく

活躍できるま

ちづくりに
つと

努めます。

★ヘイトスピーチの
かいしょう

解消に
む

向けた
きょういく

教育・
けいはつ

啓発

★
きょうどう

協働による
じょうほうし

情報紙の
さくせい

作成・
はいふ

配布

多文化共生の地域づくり多文化共生の地域づくり多文化共生の地域づくり３

１．多文化共生の意識啓発１．多文化共生の意識啓発

（１）
じんけん

人権を
そんちょう

尊重する
しゃかい

社会づくり

★
ちいきかつどう

地域活動への
さんかそくしん

参加促進（
さいけい

再掲）

★イベント
とう

等を
つう

通じた
たぶんかきょうせい

多文化共生の
そくしん

促進（
さいけい

再掲）

★
きょうどう

協働による
じょうほうし

情報紙の
さくせい

作成・
はいふ

配布（
さいけい

再掲）

２．地域社会への参画２．地域社会への参画

（１）
ちいきしゃかい

地域社会への
さんかくそくしん

参画促進

★
にほんごきょうしつ とう

日本語教室等への
しえん

支援（
さいけい

再掲）

★
にほんご

日本語ボランティア
ようせいこうざ

養成講座の
かいさい

開催（
さいけい

再掲）

★イベント
とう

等を
つう

通じた
たぶんかきょうせい

多文化共生の
そくしん

促進

★
かいがい

海外への
ちゅうがくせいはけん

中学生派遣（
さいけい

再掲）

★
たぶんかきょうせい

多文化共生に
かか

関わる
だんたいとう

団体等の
れんけい

連携・ネットワーク
か

化の
すいしん

推進

★ヘイトスピーチの
かいしょう

解消に
む

向けた
きょういく

教育・
けいはつ

啓発（
さいけい

再掲）

（２）
たぶんかきょうせい

多文化共生の
しゃかい

社会づくり

たぶんかきょうせい

ち い き し ゃ か い さ ん か く

い し き け い は つ

た ぶ ん か き ょ う せ い ち い き

主な

事業

おも

じぎょう

主な

事業

おも

じぎょう

主な

事業

おも

じぎょう

施策の柱
しさく はしら



８

（１）
かんけいきかん

関係機関との
れんけい

連携・
きょうりょく

協 力

（２）
ちょうないたいせい

庁内体制

（１）プランの
しゅうち

周知

（２）プランの
しんこうかんり

進行管理

プランの推進　プ 進プランの推進プランの推進　プランの推進プランの推進　プランの推進　

１．プランの推進体制１．プランの推進体制１．プランの推進体制１．プランの推進体制
すいしんたいせい

２．プランの周知と進行管理２．プランの周知と進行管理２．プランの周知と進行管理２．プランの周知と進行管理
し ゅ う ち し ん こ う か ん り

　
たぶんかきょうせい

多文化共生に
かん

関する
ゆうしきしゃ

有識者や
かんれんだんたい

関連団体の
かんけいしゃ

関係者から、
ほん

本プランの
じっしじょうきょう

実施状況の
ほうこく

報告や
たぶんか

多文化
きょうせい

共生の
すいしん

推進に
ひつよう

必要な
じこう

事項についての
いけん

意見や
ていげん

提言を
もと

求めるなど、
ひつよう

必要に
おう

応じて、
しさく

施策への
はんえい

反映

に
つと

努め、
さまざま

様々な
きかん

機関と
れんけい

連携・
きょうりょく

協力 して
と

取り
く

組みます。

　
ほん

本プランの
すいしん

推進にあたっては、
ちょうない

庁内 の
かんけいかくか

関係各課が
れんけい

連携して
と

取り
く

組むとともに、
がいこくじんしみん

外国人市民の
じったい

実態や
たぶんかきょうせいしさく

多文化共生施策にかかる
かだい

課題を
ぜんちょうてき

全庁的 に
きょうゆう

共有 するなど、
そうごうてき

総合的・
おうだんてき

横断的に
と

取り
く

組みます。

　
し

市の
こうほうし

広報紙やホームページをはじめ、
さまざま

様々な
ばいたい

媒体を
かつよう

活用し、
とりくみ

取組や
じぎょう

事業の
すす

進み
ぐあい

具合につい

て
ひろ

広く
しゅうち

周知を
はか

図ります。

　プランの
しんこうかんり

進行管理にあたっては、
ちょうないかんけいかくか

庁内関係各課においてＰＤＣＡサイクルに
もと

基づく
しんこう

進行
かんり

管理を
ふ

踏まえ、
とりくみ

取組について
てんけん

点検・
ひょうか

評価を
おこな

行い、
つね

常に
かいぜん

改善を
はか

図ります。

すいしん

やしおしたぶんかきょうせいすいしん
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